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本論文の目的はコーアクティブ・コーチングの特徴を明らかにすることである。そのた

めにクライエントを対象に調査を実施し、クライエント中心療法と比較検討した。 
調査方法は、３ヵ月以上コーアクティブ・コーチングのクライエント体験のある人を対

象に自作の質問紙にて行った。結果は、記述された回答より抽出したデータを一つ以上の

概念あるいは見解を含む意味を有する単位に区切りラベルを作成し、類似性により分類し

カテゴリーを作成した。この結果を「コーチングを受けた目的」「コーチングを受けて生じ

た変化と得られなかったこと」「クライエントとコーチとの関係」の視点から考察しクライ

エント中心療法と比較検討したところ以下の三点が明らかとなった。 
第１にクライエントはコーアクティブ・コーチングを受けると自分を知ることができる

のではないか、変われるのではないかという期待をもっていた。第２に、本調査でクライ

エントに生じた変化は、主に自己理解・自己受容、そして他者との関係が改善されたこと

であり、これらはクライエント中心療法の面接過程で起こるとされている自己洞察と等し

い結果であった。クライエント中心療法を含む心理療法に来談するクライエントの多くは

何らかの症状をはじめとする心理的問題の解消・改善を期待しており、そのためには自己

洞察を通る必要がある。一方、コーアクティブ・コーチングのクライエントは、自己洞察

から得た気づきを何らかの行動に具現化することで自己成長を実感したいと望んでいた。

第３に本調査では、コーチとクライエントの関係は、概ね良好で信頼関係が築けていた。 
これらの調査結果からコーアクティブ・コーチングを受けたクライエントは「信頼でき

るコーチとの関係の上に、自己理解・自己受容が促進され、さらなる成長を望んでいた」

ことが明らかとなった。そして、これは心理療法と同じ効果を得ていたと示唆される。さ

らにクライエント中心療法との理論上の比較から、人間観、コーチとクライエントとの関

係性、その他手法にも類似した点が多く散見された。 
以上の結果とこれまでに検討したコーチングの知見より、コーアクティブ・コーチング

は、コーチングの基本概念「クライエントの可能性の発揮を促す」を中心におき、クライ

エント中心療法の思想と手法を取り入れて、健常な人を対象に、取り組みやすい形でクラ

イエントに提供している心理療法であることが明らかになった。 
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